
大曲南中学校長

島田　智氏

秋田放送アナウンサー

佐藤　有希氏

東北電力秋田支店長

小笠原　孝史氏

　
県
内
で
は
、
国
連
が
提
唱
す
る
「持
続
可
能
な
開
発
目
標
（Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
」
の
達
成
に
取
り
組
む
企
業
や
団
体
が
増
え
て
い
ま

す
。
昨
年
、
県
が
創
設
し
た
「
秋
田
県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー

登
録
制
度
」
に
名
を
連
ね
る
３
者
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
や
地

域
づ
く
り
、
人
材
育
成
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
、
本
県
の
実

て
い

だ
ん

情
に
即
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
在
り
方
を
探
り
ま
し
た
。
鼎
談
に
参

加
し
た
の
は
、
大
曲
南
中
学
校
（
大
仙
市
）
の
島
田
智
校
長
、

Ａ
Ｂ
Ｓ
秋
田
放
送
（
秋
田
市
）
の
佐
藤
有
希
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、

東
北
電
力
秋
田
支
店
（
同
市
）
の
小
笠
原
孝
史
支
店
長
。

本県ならではのＳＤＧｓについて

意見を交わした参加者＝秋田市

　鼎談に臨んだ３者が参加する「県ＳＤ

Ｇｓパートナー登録制度」は、ＳＤＧｓ

の達成に向けた企業・団体の取り組みを

広く周知するため、２０２１年

９月に県が創設し、現在、

４５５社が登録しています。

制度の推進を担う小野正則

・あきた未来創造部長にメ

ッセージを寄せてもらいま

した。

　県は、ＳＤＧｓの共通

理念である「誰一人取り

残さない」社会づくりを

推進しています。「持続可

能で豊かな秋田」を未来

につなぐため、官民一体となって取り組

んでいます。

　東北電力と秋田放送、大曲南中学校は

ＳＤＧｓの推進に積極的で、大変心強く

感じています。３者が共通して取り組む

「環境保全」「持続可能な地域づくり」

「秋田の将来を担う子どもたちへの教育

活動」は、それぞれの得意分野が大いに

生かされ、まさに本県が目指す「みんな

で手を取り合い、豊かな秋田を未来につ

なぐ」ことに結びつく重要なポイントと

なります。

　中でも大切なのは、一人一人が「ＳＤ

Ｇｓは自分ごと」という認識をもち、今

ある秋田の良さを生かしつつ、身近なこ

とから取り組みを継続することです。こ

の取り組みが、県民一人一人の意識醸成

や活動に波及し、持続可能な好循環を生

み出していくことを期待しています。

★グループ会社とともに「カー

　ボンニュートラルチャレンジ

　��」を策定

・��年度のＣ�排出量を�年

　度の半分に減らす

・東北６県と新潟県を中心に風

　力発電などの再エネ計２００万

　㌗を導入

・電化とスマート社会の実現

　
お
が
さ
わ
ら
・
た
か
ふ
み
　
１
９
６
０
年
秋
田
市
生

ま
れ
。�
年
東
北
電
力
入
社
。送
配
電
カ
ン
パ
ニ
ー
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
総
務
部
長
、
東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
執
行

役
員
総
務
部
長
を
経
て
、
２
０
２
１
年
４
月
執
行
役
員

秋
田
支
店
長
。
食
品
ロ
ス
削
減
、ご
み
減
量
を
実
践
中
。

　さとう・ゆき　１９８４年岩手県大船渡市生

まれ。県外の放送局のアナウンサーを経て、

２０１３年秋田放送に入社。生産地の環境や人

権に配慮した「フェアトレード商品」の購

入を心掛けている。

★国連のＳＤＧメディア

　コンパクトに加盟（�

　�年から）

・ＳＤＧｓの普及推進

・地域課題を見つめ直す

　番組づくり

・誰もが働きやすい職場

　づくり

　しまだ・さとる　１９６４年

大仙市生まれ。大仙市教育

委員会次長兼教育指導課長

を経て、２０２１年４月から現

職。母校の大曲南中には教

諭、校長として通算８年勤

務。プラグインハイブリッ

ド車で通勤している。

★ユネスコスクール加盟校（２０１０年から）

・エネルギーや食に関

　わる環境教育の実践

・国際交流

・地域活動への参加

風
力
発
電
所
を
見
学
す
る
大
曲

南
中
生
＝
�
年
�
月
、
秋
田
市

　
※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
予
防
の
た
め
、
鼎
談
は
マ
ス

ク
を
着
用
し
て
行
い
ま
し
た
。

写
真
撮
影
時
の
み
マ
ス
ク
を
外

し
ま
し
た
。

　
島
田
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
未
来
の
自
分
を
考
え

る
」
だ
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
に

も
大
人
に
も
、
�
年
後
、
�
年
後

に
「
み
ん
な
が
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
（
幸
福
）
に
暮
ら
す
未
来
」
を

想
像
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
た

め
に
今
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え

て
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

当
校
は
学
校
教
育
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

リ
ー
ド
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
佐
藤
　
地
域
メ
デ
ィ
ア
は
「
秋

田
の
人
は
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
ど
う

思
う
か
な
」
と
立
ち
止
ま
っ
て
考

え
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
し
て
「
秋
田

の
た
め
に
」
「
秋
田
に
合
っ
た
行

動
を
」
と
い
う
視
点
で
投
げ
掛
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
「
環
境
保

護
や
不
平
等
解
消
の
た
め
、
み
ん

な
で
考
え
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛

け
る
と
同
時
に
、
番
組
の
作
り
手

の
思
い
や
り
も
放
送
に
乗
せ
て
い

き
た
い
で
す
。

　
小
笠
原
　
東
北
電
力
は
昨
年
、

�
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
大
切
に

し
て
き
た
の
は
経
営
理
念
の
「
地

域
社
会
と
の
共
栄
」
で
あ
り
、「東

北
の
繁
栄
な
く
し
て
当
社
の
発
展

な
し
」
と
い
う
基
本
的
な
考
え
方

で
す
。
秋
田
の
持
続
的
発
展
と
共

に
当
社
も
成
長
し
て
い
け
る
よ

う
、
�
年
先
、
１
０
０
年
先
を
目

指
し
て
、
地
域
課
題
に
つ
い
て
皆

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
、
行
動
し
て

い
き
ま
す
。

　
佐
藤
　
「
持
続
的
な
地
域
づ
く

り
」
は
、
地
域
メ
デ
ィ
ア
が
積
極

的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
す
。

少
子
高
齢
化
な
ど
の
地
域
課
題
を

嘆
く
の
で
は
な
く
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

に
見
直
す
こ
と
を
大
切
に
し
た
い

で
す
ね
。
情
報
発
信
力
を
生
か
し

て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
機
運
を

作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
小
笠
原
　
当
社
は
�
年
度
か
ら

地
域
課
題
解
決
に
取
り
組
む
団
体

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
ま
ち
づ
く
り

元
気
塾
」
を
実
施
。
本
年
度
は
藤

里
町
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ふ
じ
さ
と

元
気
塾
」
と
共
に
、
「
地
域
課
題

×
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

を
テ
ー
マ
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
を
活
用
し
た
活
動
拠
点
施

設
の
整
備
や
里
山
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
作
り
の
様
子
は
、
Ａ
Ｂ
Ｓ
の
ニ

ュ
ー
ス
番
組
で
紹
介
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
島
田
　
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
実
践
に
よ
り

子
ど
も
が
変
わ
れ
ば
、
学
校
が
変

わ
り
、
地
域
も
変
わ
り
ま
す
。
国

が
、
世
界
が
、
変
わ
り
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
に
「
自
分
が
世
界
を
変

え
る
ん
だ
」
と
い
う
意
識
を
持
た

せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
小
笠
原
　
本
県
は
風
力
、水
力
、

地
熱
な
ど
の
資
源
が
豊
富
で
、
再

エ
ネ
導
入
拡
大
を
進
め
る
当
社
に

と
っ
て
重
要
な
地
域
で
す
。
グ
ル

ー
プ
会
社
「
東
北
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
」
は
昨
年
、
能
代
風
力
発
電
所

の
建
て
替
え
工
事
を
実
施
し
、
湯

沢
市
で
は
「
木
地
山
地
熱
発
電
所

（
仮
称
）
」
の
建
設
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
、
再
エ
ネ
の
活
用
に
積

極
的
な
県
内
企
業
も
増
え
て
い
ま

す
。
当
社
は
県
と
連
携
し
、
県
営

水
力
発
電
を
活
用
し
た
「
あ
き
た

Ｅ
ネ
！
オ
プ
シ
ョ
ン
水
力
１
０
０

％
」
を
販
売
し
て
再
エ
ネ
の
地
産

地
消
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
ほ
か

に
も
ス
マ
ー
ト
社
会
実
現
事
業
を

通
じ
て
、
家
庭
や
企
業
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
有
効
活
用
と
、
Ｃ
�
削
減
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
佐
藤
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
こ
の
１

年
で
県
内
に
だ
い
ぶ
浸
透
し
て
き

ま
し
た
が
、
「
何
を
し
た
ら
い
い

か
分
か
ら
な
い
」
「
周
囲
が
積
極

的
で
は
な
く
、
や
り
づ
ら
い
」
と

い
う
企
業
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
首
都
圏
で
先
行
し

て
お
り
、
県
内
で
は
参
考
に
し
に

く
い
取
り
組
み
も
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
豪
雪
地
帯
で
節
電
を
呼
び

掛
け
る
の
は
現
実
的
で
は
な
い
で

す
よ
ね
。
本
県
の
文
化
や
生
活
を

尊
重
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
漬

物
や
雪
中
貯
蔵
な
ど
の
食
品
保
存

法
、
地
熱
を
利
用
し
た
野
菜
の
栽

培
な
ど
は
、
先
人
が
実
践
し
て
き

た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
。
豊
か
な
自
然
と
の

結
び
つ
き
を
生
か
す
秋
田
モ
デ
ル

の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
確
立
さ
せ
れ
ば
、

機
運
醸
成
が
進
む
と
思
い
ま
す
。

　
島
田
　
学
校
も
、
秋
田
な
ら
で

は
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。
Ｅ
Ｓ
Ｄ
は
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
実
現
す
る
た
め
の
人
材

育
成
と
位
置
付
け
ら
れ
、
学
習
指

導
要
領
に
も
「
持
続
可
能
な
社
会

つ
く

の
創
り
手
の
育
成
」
が
明
記
さ
れ

ま
し
た
。
た
だ
学
校
現
場
の
教
員

は
、
学
習
の
進
め
方
に
悩
ん
で
い

ま
す
。
私
が
相
談
を
受
け
た
時
は

「
�
の
目
標
を
ベ
ー
ス
に
、
学
習

内
容
な
ど
を
整
理
し
て
よ
り
よ
い

教
育
を
目
指
す
『
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
を
実
践
す
る

と
面
白
い
よ
」
と
助
言
し
て
い
ま

す
。

　
島
田
　
学
校
は
「
持
続
可
能
な

社
会
を
創
る
人
材
」
を
育
て
る
重

要
な
任
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。「Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
知
る
」
こ
と
だ
け
に
と

ど
ま
ら
な
い
よ
う
、
子
ど
も
た
ち

に
当
事
者
意
識
を
持
た
せ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
貧
困
や
ジ
ェ
ン
ダ

ー
、
気
候
変
動
な
ど
を
自
分
の
問

題
と
し
て
捉
え
「こ
れ
は
大
変
だ
。

な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
」
と
い
う

意
識
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、

自
ら
学
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
佐
藤
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
知
っ
て
学

ん
で
、「自
分
ご
と
」
と
し
て
考
え

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
紛
争

や
貧
困
、
自
然
災
害
な
ど
は
世
界

の
至
る
所
に
あ
り
ま
す
。
テ
レ
ビ

や
新
聞
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
知
っ

て
、行
動
に
移
し
て
も
ら
い
た
い
。

私
た
ち
は
人
の
心
に
届
く
情
報
を

今
後
も
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
小
笠
原
　
私
た
ち
も
秋
田
の
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
視
点

を
持
ち
、
持
続
可
能
な
社
会
の
創

り
手
を
育
て
る
こ
と
は
、
と
て
も

大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
当
社
は
小
中
学
校
で
出
前

講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
模
型
を

使
っ
た
り
、
実
験
を
行
っ
た
り
し

て
、
発
電
の
仕
組
み
や
日
本
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
情
を
楽
し
く
学
ぶ
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
に
環
境
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
関
心
を
高
め

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
島
田
　
企
業
の
皆
さ
ん
に
は
、

将
来
の
社
会
人
、
企
業
人
の
育
成

に
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
教
員

は
、
企
業
と
連
携
し
た
く
て
も
接

点
が
な
く
、
悩
ん
で
い
ま
す
。
企

業
側
は
「
学
校
の
壁
が
高
く
入
っ

て
い
け
な
い
」
と
言
い
ま
す
。
お

互
い
に
歩
み
寄
り
た
い
の
で
す
。

　
小
笠
原
　
出
前
講
座
に
参
加
す

る
児
童
生
徒
の
「
学
ぶ
姿
勢
」
は

素
晴
ら
し
い
と
感
じ
ま
す
。
質
問

を
受
け
る
私
た
ち
も
気
付
か
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
一
緒
に
考
え
る
機
会
と
な

っ
て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環

境
に
関
す
る
こ
と
は
、
当
社
の
得

意
分
野
で
す
か
ら
、
連
携
を
深
め

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
佐
藤
　
当
社
も
学
校
で
出
張
授

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も

秋
田
の
気
候
変
動
に
つ
い
て
取
材

し
た
り
、
東
北
電
力
の
再
エ
ネ
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
た
り
す
る
こ

と
で
、
大
曲
南
中
を
は
じ
め
と
し

た
生
徒
た
ち
に
浸
透
し
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
小
笠
原
　
東
北
電
力
グ
ル
ー
プ

は
、
地
球
温
暖
化
へ
の
対
応
を
経

営
の
重
要
課
題
の
一
つ
と
位
置
付

け
て
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
３
月

に
は
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
５
０
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
�
年
度
の
二
酸
化
炭

素
（
Ｃ
�
）
排
出
量
を
�
年
度
実

績
の
半
分
に
減
ら
す
こ
と
を
目
指

し
て
▽
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

原
子
力
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ

と
▽
火
力
発
電
の
脱
炭
素
化
を
進

め
る
こ
と
▽
電
化
を
進
め
ス
マ
ー

ト
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
―
を
三

つ
の
柱
と
し
て
い
ま
す
。

　
能
代
火
力
発
電
所
で
は
、
現
在

燃
料
と
し
て
使
用
し
て
い
る
石
炭

に
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
い
バ
イ

オ
マ
ス
燃
料
「
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
レ
ッ

ト
」
を
混
ぜ
て
燃
や
す
実
証
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
秋
田
火
力
発
電
所
で
は
、
ブ

ラ
ッ
ク
ペ
レ
ッ
ト
の
原
料
と
な
る

植
物
を
試
験
栽
培
し
て
い
る
ほ

か
、
今
年
�
月
に
は
グ
ル
ー
プ
会

社
「
東
北
電
力
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル

エ
ナ
ジ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
」
が
、
構

内
に
風
力
発
電
設
備
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
設
け
る
予

定
で
す
。

　
佐
藤
　
Ａ
Ｂ
Ｓ
秋
田
放
送
は
、

国
連
が
設
立
し
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
メ
デ

ィ
ア
・
コ
ン
パ
ク
ト
」に
参
加
し
、

本
県
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
を
担
っ
て

い
ま
す
。
特
に
力
を
入
れ
る
の
が

「
誰
も
が
住
み
続
け
ら
れ
る
街
づ

く
り
」
の
実
現
。
番
組
や
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
て
秋
田
の
新
し
い
魅
力

を
発
信
し
、
�
年
近
く
撮
り
た
め

た
取
材
資
料
を
生
か
し
て
秋
田
の

良
さ
を
見
つ
め
直
す
機
会
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
９
月
�
日
の
「
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ゴ
ー
ル
ズ
・
デ
イ
」
に
合

わ
せ
て
「
Ａ
Ｂ
Ｓ
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ウ

イ
ー
ク
」
を
開
催
。
テ
レ
ビ
、
ラ

ジ
オ
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
特
別
番

組
を
同
時
中
継
し
ま
し
た
。
今
年

１
月
か
ら
は
ラ
ジ
オ
番
組
「
Ｓ
Ｄ

や

Ｇ
ｓ
の
学
び
舎
」
を
放
送
し
て
い

ま
す
。

　
島
田
　
大
曲
南
中
学
校
は
、
国

連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス

コ
）
の
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
加

盟
し
て
い
ま
す
。
「
持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
の
教
育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）」

に
取
り
組
む
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

は
全
国
に
１
１
０
０
校
以
上
あ

り
、
県
内
の
加
盟
は
当
校
と
２
高

校
の
計
３
校
で
す
。

　
当
校
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
は
�
年
、
環
境

教
育
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
東
北

電
力
の
協
力
を
得
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

教
育
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

多
く
の
社
会
課
題
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
が
絡
み
合
い
、
学
び
に
は

多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で

す
。
こ
れ
が
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
目
を
向
け

る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。
多
様
な

社
会
課
題
に
対
し
て
当
事
者
意
識

を
持
ち
、
で
き
る
こ
と
か
ら
行
動

す
る
「
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ
　
Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ

ａ
ｌ
ｌ
ｙ
　
Ａ
ｃ
ｔ
　
Ｌ
ｏ
ｃ
ａ

ｌ
ｌ
ｙ
」
を
基
本
理
念
と
し
て
い

ま
す
。
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